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第 1章　はじめに
（1）研究の動機
　日本社会において子育て支援が重要な政策課
題となったのは 1990 年以降である。少子化と
核家族化が、最も大きな要因として取りざたさ
れるが、子どもの成育にとって重要な“あそび”
に関しても、子育てにおいて親自身や養育者が
子どもとあそぶという行為について戸惑い悩ん
でいる実情がみられる。こうした子育て不安に
対応するため、子育ての相談助言、学習、情報
提供などを目的とした地域子育て支援拠点事業
が全国の中学校区ごとに整備することを目標に
展開されている。（註1）
　著者は京都府内の保育士養成校において 6 年
間地域子育て支援の講義や演習を担当。さらに
子育てひろば活動と保育士養成との関係につい
て考察を行い、学生の対児感情や自尊感情の亢
進、母親理解の進展がみられた。
　一方、岩手県では、沿岸部被災者の子育て世
帯の内陸部への移動により、盛岡市から一関市
にかけての市部に保育や子育て支援の必要な世
帯が増加し定着化している。そこで、本稿では
岩手県盛岡周辺の子育て支援活動の実態を把握
し、保育士養成校が地域貢献する子育て支援活
動の展望について考察することを目的とした。
（2） 岩手県における子育て支援についての先行
研究と本研究の意義
　岩手県における子育て支援の先行研究は、『い
わて子育てネット―“結いの心”子育て環境日
本一をめざして』1）が唯一、総括的な県下の子
育て支援状況を取りまとめた成書となっている。
　さかのぼると、戦前の『婦人之友』友の会盛
岡支部による農村セツルメント運動のなかで実
施された農繁期保育所「東北農村農繁期子供生
活指導所」（1938 年‒1944 年）の開設が東北 4
県で 7 ヵ所あり、その内の 1 つが、岩手県では
旧田山村（現八幡平市）に開設され春秋の農繁
期に計 13 回開催された2）。戦後は、高度経済
成長期の昭和 30 年代から 40 年代に、社会福祉
専攻科のおかれた大学で実践された季節セツル
メント（または移動セツルメント）活動があっ
た3）。そのうちの一つ、日本女子大学による僻
地子ども会への出張子ども会活動の実践が岩泉
町・田老町（現宮古市）において行われ、実践
報告書が発刊されている4）。他には、岩手県の
三世代同居の多さに着目した祖父母学級の導入
についての調査研究がみられる5）。また、子育
て支援ボランティア活動としての雫石町社会福
祉協議会「子育て支援ボランティアの会」によ
る理由を問わない 24 時間保育サービス活動が
注目される6）。
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　地域子育て支援拠点事業は、子ども子育て支援法に移行後も中心的事業として予算化され、全国
に展開されている。また、中核市やそれに準ずる人口20万人規模の都市で、子育て世帯の自主サー
クル活動も見られる。著者は前任校での子育て支援実習や講義の経験と調査研究を踏まえ、本学が
立地する盛岡地域の子育て支援活動を調査し、その中から、保育学演習やゼミで子育て支援の座学
から実習までを試行してきた。日常的な子育て支援活動による地域貢献は、学生の保育士養成教育
としても有益であり、特に 4 年制大学の保育士養成校において実践が求められると考える。
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　以上みてきたように、地域子育て支援拠点事
業や子育て中の母親らによる自主サークルに関
する論考はみられない。これらの研究や報告も
断片的であり、保育士養成や東日本大震災後の
子ども支援の観点もみられないことからも、
2012 年以降の子育て支援の現状や実践を報告
すること自体に意義があると考える。（註2）
第 2章　子育て支援に至る社会的背景
（1）少子高齢社会の進行
　日本では高齢化は同時に少子化、人口減少社
会であるという認識が示されず、1.57 ショック
以降、ようやく平成になって少子化対策がとら
れるようになった。結果、子育てが孤立する根
本原因となり、特に母親の育児不安が蔓延した。
　高度経済成長期に顕著になった過疎と過密、
画一的な都市化現象、核家族化、国民の価値観
の多様性などが原因として挙げられるが、なか
でも少子化対策を行なわず、経済界の要請によ
る非正規雇用の進展が、出生率の低下しいては
人口減少社会の要因となっていることは否めな
い。
　一方、少子高齢社会における新たな視点とし
て、子どもの権利条約の批准から日本社会にお
いて権利擁護の視点が加わるようになった。被
虐待児の増加にともなう地域における要保護児
童への対応、旧民主党政権下でつまびらかにさ
れた「子どもの貧困」の認識とアンフェア・ス
タート問題に対する自立支援の視点、子育ての
社会化（父親の育児参加、親族による子育て支
援の見直し、新たな地縁による地域社会におけ
る子育て支援の視点）が加えられるようになっ
た。
　こうした少子化による影響は、育児不安から
子どもへの不適切な対応として顕在化してき
た。1990 年から児童相談所への虐待相談対応
件数の統計が取られるようになった 1990 年度
の 1,101 件から 2014 年度では 88,931 件と 25 年
で約 80 倍に増えつづけている。虐待者は実母
が 52.4％、被虐待児の年齢は小学校就学前の乳
幼児が占める割合が 43.5％ を占める7）。
　また、2015 年度の速報値では、ついに 10 万
件を上回り 103,210 件となった（ちなみに、岩
手県は前年度の 1．5 倍増の 589 件）。結果、従
来は孤児や障碍児が要保護児童とされてきた
が、被虐待児童が要保護児童として位置づくよ
うになり、国としての対策が迫られるように
なった。
（2）子育て支援の展開
1）地域における子育て支援
　日本の人口動態の変化が、育児においても社
会環境の変化として現れたことから、2004 年
の児童福祉法改正によって第 43 条の 3［保育
所の情報提供等］が新たに加えられ、①子ども
（在園児）の保育、②保護者に対する支援（育
児等に関する相談助言）、③地域における乳幼
児世帯等への子育て支援の 3 つが求められるよ
うになった。全国に約 2 万 5 千か所存在する保
育所が地域における育児に関する相談助言の窓
口として位置づけられ、保育所保育士について
も、地域子育て支援に対して相談助言対応が可
能な専門性を身につける努力義務が規定されよ
うになった。
　地域子育て支援の根拠法令としては、子ども
子育て支援法以前は、改正前児童福祉法第 2 条
の子どもの健全育成に関する行政が保護者とと
もに社会的責任を果たさなければならいないと
する「社会的養護」と言われてきた条文を子育
て支援にも適用させる考え方が採られた。
　他方、横浜市菊名西口商店街の空き店舗を活
用した「びーのびーの」8）の実践以降、地域の
子育て支援ひろばが都市部から全国に展開し、
地域子育て支援拠点事業として確立していっ
た。その実践から、地域子育て支援の要件とし
て 4 つに整理され、国庫補助事業の地域子育て
支援施設拠点事業の要綱に反映されるように
なった。
①　子育て親子の交流の場の提供と交流の促進
②　子育て等に関する相談、援助の実施
③　地域の子育て関連情報の提供
④　 子育て及び子育て支援に関する講習等の実
施
　2014 年度から、従来の「ひろば型」と「セ
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ンター型」を統合し「一般型」に、児童館等併
設の「児童館型」を「連携型」に改められた。
2015 年度の交付決定実施箇所数は全国で
6,818 ヵ所となっている9）。
2） 保育所保育指針の改定とワークライフバラ
ンス
　保育士養成や保育士業務を規定する保育所保
育指針においても、2009 年 3 月 1 日の改定に
よって地域子育て支援が明確に示されるように
なった。具体的には第 6 章 3 節に記述され、特
に保育所保育士に欠かせない職務として地域子
育て支援が位置づけられている。この改定で大
臣告示となり、幼稚園教育指導要領と同様に法
的拘束力を持つこととなった。保育所（ならび
に保育士）に求められる地域子育て拠点として
の機能は、以下の 4 点が示されている。
　（ア） 子育て家庭への保育所機能の開放（施
設及び設備の開放、体験保育等）
　（イ）子育て等に関する相談や援助の実施
　（ウ） 子育て家庭の交流の場の提供及び交流
の促進
　（エ）地域の子育て支援に関する情報の提供
3）少子化対策と地域子育て支援事業の具体化
　国の少子化対応の最初は、1994 年の「エン
ゼルプラン」（今後の子育て支援のための施策
の基本的方向について）である。つづいて、
1999 年には「新エンゼルプラン」（重点的に推
進すべき少子化対策の具体的実施計画につい
て）を策定した。2002 年の「少子化対策プラ
スワン」では、4 つの柱が立てられた。①男性
も含めた働き方の見直し、②地域における次世
代育成、③社会保障における次世代育成、④子
どもの社会性の向上や自立の促進、という小手
先でない社会全体の根本的なあり方に着目され
るようになった。ついで、2005 年の次世代育
成支援対策推進法の施行により、育児休業をは
じめとする働き続ける条件整備のための計画＝
一般事業主行動計画策定届を従業員数 300 名以
上の企業に策定することを求めるようになっ
た。その後、2011 年度から計画策定の義務を
従業員数 100 名～ 299 名の事業所にも課せるよ
うになった。
　他方、2003 年施行の少子化社会対策基本法
の第 7 条で規定された大綱が「子ども・子育て
ビジョン」として 2010 年 1 月 29 日に取りまと
められ、冒頭「第 1．子どもと子育てを応援す
る社会に向けて」で、●子どもが主人公（チル
ドレン・ファースト）●「少子化対策」から「子
ども・子育て支援」へ●生活と仕事と子育ての
調和の 3 つの柱を国として示し施策（事業）と
2014 年度までの具体的な数値目標も提示した。
これらの施策は、以降の度重なる児童福祉法の
改正により地域子育て支援が事業化された。さ
らに、2012 年 8 月に成立した子ども・子育て
支援法により、地域子育て支援事業をより明確
に位置づけるようになった。
　子ども・子育て支援法第 59 条に定められた
13 事業の実施状況は、地域子育て支援施設拠
点事業を除き、利用者支援事業 323 ヵ所、妊婦
健康診断は全市町村で実施、乳幼児全戸訪問事
業（こんにちは赤ちゃん事業）実施は 1,679 市
区町村‥97.39％、養育支援事業実施は 1,225 市
区町村‥71.06％。子どもを守る地域ネットワー
ク強化事業は 402 ヵ所。子育て短期支援事業の
うち短期入所生活援助事業 720 ヵ所と夜間養護
等事業 374 ヵ所。ファミリー・サポート・セン
ター事業が 738 市区町村（提供会員 123,173 人 ,
依頼会員 466,287 人）。一時預かり事業 8,773 カ
所で 440 万人利用。延長保育事業 18,150 ヵ所
81 万人。病児・病後児保育 1,839 ヵ所 52 万人
利用。放課後児童クラブは 22,084 か所、93.6
万人利用となっている［2014（平成 26）年度
実績：1724 自治体］10）。
第 3章　盛岡周辺の子育て支援活動
（1）盛岡市内の子育て支援活動
1）子育て支援活動の特徴
　盛岡市は東日本大震災による転入者による人
口増を除くと、およそ人口 295,000 人、132,000
世帯で一年間に出生する新生児数は 2,900 人で
ある。子育て支援を必要とする就学前の子ども
の数は約 18,000 人と考えられる。
　市内における子育て支援活動は、大きく四つ
に区分される。①一つは子育て支援活動に取り
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組む特定非営利活動法人（以下、「NPO 法人」
という）による行政から受託してのひろば事業
と独自事業、もう一つは、②保育所を核とした
地域子育て支援センター事業、さらに、③隣接
領域での子育て支援事業、④子育て世帯の自主
サークル活動に大別される。
2）子育て支援事業の内容
① 認定NPO法人いわて子育てネットの受託事
業と独自事業
　岩手県における、子育て支援の NPO 法人と
して際立った活動を展開しているのが、認定
NPO 法人いわて子育てネット（以下、「いわて
子育てネット」という）である。【表‒1】にみ
られるように、地域子育て支援拠点ひろば事業
を岩手県から 1 ヵ所、盛岡市から 2 か所受託し
ている。
　また、2011 年 3 月の東日本大震災によって
岩手の子どもたちが従来からみられた運動不足
による肥満傾向をさらに強めてしまうことを懸
念して、2014 年度まで 3 年間、緊急雇用創出
事業を活用して運動面に重点をおいた幼児から
学童低学年を対象とした「ちびっこジム
JUNP」も実施してきた1）。
　いわて子育てネットが展開する地域子育て支
援拠点ひろば事業は、毎年の利用者数が 3 カ所
合計で 6 万人を超えている。アイーナ・大通
り・ななっくの 3 つのひろばの何れかを一人当
たり 4 回利用している割合となる。盛岡の乳幼
児親子の多くが利用するひろば事業として定着
していると思われる。
　いわて子育てネットの独自事業としては、大
通り商店街で「にこにこ園」を開設。未就園児
2 才・3 才を対象に火曜日と木曜日に分かれて
全 10 回の幼稚園等に入園するまでの有料子育
てひろばを実施している。また、旧盛岡競馬場
周辺で屋外版「にこにこ園」として森の幼稚園
活動や自然あそびクラブを随時開催してい
る11）。
　このように、いわて子育てネットは、盛岡市
域はもちろん、沿岸被災地への継続的な子育て
支援活動を含め、岩手県下においても抜きん出
た子育て支援活動を展開し、けん引してい
る。（註3）
②保育所へ委託しての子育て支援ひろば事業
　盛岡市は市内保育所 8 園に地域子育て支援拠
点事業基本型を実施している。内訳は公立保育
所 1 ヵ所、私立保育所に 7 ヵ所となっている。
　唯一の公立保育所の盛岡市とりょう保育園子
育て支援センターは、【表‒2a】でも明らかなよ
うに、毎日のひろば開設のみならず、2 つの出
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【表‒1】盛岡市の子育て支援活動（つどいの広場等）
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前ひろば、新生児や 1 才児と母親を対象とした
講座「こんにちはママさん講座」の他にも各種
講座を開催。子育て講演会、給食会や高校生の
保育体験まで幅広く取り組んでいる。
　また、「こんにちはママさん講座」修了親子
のつどいの場として、公民館と連携して自主的
子育てサークルの立ち上げからバックアップま
で支援している【表‒3a】。他にも、多胎児とマ
マさんブラスバンドの子育て自主サークルへの
運営協力も行っている【表‒3b】。
　このように、名称こそ他の民間保育所と同様
に保育所委託の子育て支援センターであるが、
実質では基幹型子育て支援センターの機能と役
割を果たしている。
　一方、民間保育所へ委託して実施されている
7 園の子育て支援センター事業は、地理的な分
布からみても、地域型子育て支援センターの機
能と役割を担っている。22 年前の 1994 年に好
摩保育園に子育て支援センターが全国的にも最
も早い時期に設置され、つぎ 2005 年に青山保
育園と前潟保育園、つづいて 2006 年に愛育園、
2008 年津志田保育園、翌 2009 年になかの保育
園、飯岡保育園は 2014 年に開設された。対象
児童数や利便性など地域の実情に応じたひろば
の開設を行っている【表‒2b】。
【表‒2a】盛岡市公立保育園子育て支援センター
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　地域子育て拠点支援事業（基本型）では週 4
日以上のつどいの広場の開設と子育てに関する
相談助言、学習会などの開催、情報提供が基本
事業として定められている。7 園のなかでは、
旧渋民村の玉山区に設置されている好摩保育園
地域子育て支援センターは、木曜日以外の平日
4 日つどいの広場を開いており、市北部に散在
する乳幼児世帯への子育て支援拠点としての機
能を果たすよう努めている。
　他は、西部にある愛育園地域子育て支援セン
ターが週 2 日ひろば開設と乳児親子対象のつど
いの広場を月 1 回で年間 5,000 人を超える利用
がある。旧青山町の青山保育園地域子育て支援
センターが週 3 日のつどいの広場開設と近隣の
児童センターを利用しての出前広場を月 1 回定
期開催しており、毎年1万人以上の利用がある。
盛岡インター近くの前潟保育園地域子育て支援
センターは週 2 日のつどいの広場の開設と月 1
回近くの大型ショッピングモール内で出前広場
を開催しており、年間 7 千人～ 8 千人と多くの
利用がみられる。
　また、好摩地域子育て支援センターから前潟
地域子育て支援センターまでは、子育て講演会
を月 1 ～ 2 回開催するなど地域のニーズに応え
る取り組みがみられる。
　子育て世帯の多い南部には 3 つの地域子育て
支援センターが設けられている。津志田保育園
地域子育て支援センターは、毎水曜日のつどい
の広場の開設と子育て講座を月 1 回開催して、
多少幅があるが年間 3 千人から 6 千人前後の利
用がみられる。なかの保育園地域子育て支援セ
ンターと飯岡地域子育て支援センターは同一法
人の利を生かして、支援センター内では水曜日
につどいの広場を開催し、出前講座を合同で月
1 回程度開催する形を採っており、子育て講演
会はない。南部の3地域子育て支援センターは、
共通して水曜日の集いの広場開催と月 1 回程度
の講座開催で需要に応えられているのか疑問で
ある。利用者も少なく 600 人～ 1,100 人の範囲
に留まっている。
3）隣接領域での子育て支援事業
　児童家庭福祉に近接する領域でのつどいの広
場に類似する取組が盛岡市内で 3 カ所ある。
【表‒1】中の右側に示した「もりおか女性セン
タープラザおでって」、「ふれあいランド岩手」、
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【表‒3a】盛岡市内の自主的子育てサークル（とりょう子育て支援センターバックアップ）
【表‒3b】 盛岡市内の子育て自主サークル
（とりょう子育て支援センター把握）
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「本宮しぇあハート村」の 3 つである。
①　もりおか女性センター子どもの部屋
　盛岡市が設けた女性センター「もりおか女性
センターおでって」5 階に設けられた。基本は、
講座参加者や貸室利用者の児童のための保育
ルームである。男女共同参画事業の一環で、「子
どもの部屋」単独の予算や人員配置はない。し
たがって表中の予算は管理運営委託費総額を記
載している。厳密には開放ルームではないが、
同じフロアに女性図書資料コーナーがあり、図
書閲覧中等に保育ルームを使用できる。室内は
二足式でジュータンが敷かれ壁面にクッション
材が使用され、廊下からガラス張りで見通せる
設計になっている。玩具の他、乳幼児向け絵本
棚も設けられている。貸室や講座参加時の託児
も含め、毎年1,000名を超える児童の利用がある。
②　ふれあいランド岩手こども広場
　社会福祉法人岩手県社会福祉協議会が指定管
理を行っている県の総合福祉会館である「ふれ
あいランド岩手」内に子どもの利用も想定して
2 階の一角に専有スペースとしてこども広場を
設けている。老若男女・障碍を問わないユニ
バーサルデザインの考えに基づいた設計であ
る。開放スペースであるが、もりおか女性セン
ター同様、講座や講習会の参加時、ふれあいラ
ンド内外のスポーツ施設や文化施設の利用時の
子どもの居場所や保育場所としての性格。予算
は会館指定管理業務の一部で、必要な備品や消
耗品は、その都度管理運営費から支出している。
年間の利用児童数は 300 名～ 400 名前後で、近
年増加傾向にある。
③　ふくしまマザーズサロン
　東日本大震災発災後、盛岡市への被災避難者
約 650 世帯を対象に盛岡市から受託支援してい
る「もりおか復興支援センター」を運営する
NPO 法人 SAVE IWATE によって、2014 年 4
月から始められた親子サロンが「ふくしまマ
ザーズサロン」（以下、「マザーズサロン」とい
う）。マザーズサロンは、福島県からは放射能
被爆避難者のうち子育て中の 53 世帯を対象に
してきた。他に復興支援センター内で休日等に
学習支援サロンを市内大学生等ボランティアの
協力を得て開催しており、表中の予算はサロン
事業として位置づけられたものである。
　マザーズサロンの開催場所は、盛岡市が復興
支援のボランティア拠点として設置した本宮に
ある「しぇあハート村」内の戸建て 1 棟のボラ
ンティア番屋 1 階のリビングと和室を利用して
いる。母親は看護協会の協力で保健師・看護師
等によるバイタルチェックや健康相談を受けら
れる。また、お茶っこしながらの情報交換やア
ロマセラピーなどを行っている。隣室で子ども
の保育を行うが、開始直後から本学竹之下ゼミ
でマザーズサロンの保育ボランティアを担っ
た。2016 年度で閉じられた。
4）子育て世帯の自主サークル活動
　前節で少し触れたが、とりょう保育園地域子
育て支援センターが「こんにちはママさん講座」
を修了した母親に働きかけて結成してきた自主
子育てサークル活動がみられる【表‒3a】。公民
館との共同で、使用料が 2 年間免除になること
や駐車場が確保できることから、毎年数グルー
プが結成されるが、一部を除いて貸室が有料と
なる 2 年後に解散消滅している。2016 年 1 月
現在、市内で 12 サークルが活動している。（註4）
　そのなかでも、上堂児童センターで開催して
いる「うさとら Kids」のみが月 1 回のペース
で 3 年半を経過しても継続活動している。と
りょう保育園地域子育て支援センターがバック
アップしているとはいえ、毎回の活動時に保育
士が常時関わることは困難であることから、仲
の良い関係と幼稚園への入園後も同窓会的に集
まり続ける関係性や貸室使用料を分担支出する
といった意志がなければ解散することとなる。
　また、【表‒3b】にみられるように、音楽と
いう趣味による目的的サークルや多胎児といっ
た子どもの状況から長期に継続活動し、伝統や
経験が受け継がれている自主サークルがあるこ
とは、活動場所の確保など為され、合目的であ
れば継続の可能性を示している。
　最後に、民生委員・児童委員や主任児童員が
主体で実施されている子育てサロンが市内に 5
カ所存在する【表‒4】。いずれも、最寄りの児
童センターや地区活動センターなどを活用して
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実施されている。なかでも、上米内児童センター
で行われている「子育てサロン風の子サークル」
は毎週金曜日に定例開催されている。他が月 1
回の開催に留まっているなかで、年間 50 回近
い開催は主催者の熱意が感じられる。
（2）滝沢市内の子育て支援活動
1）子育て支援活動の特徴
　滝沢市は、およそ人口 55,000 人、22,000 世
帯で一年間に出生する新生児数は 500 人であ
る。子育て支援を必要とする就学前の子どもの
数は約 3,000 人と推計される。
　滝沢市における子育て支援活動は、二つに区
分される。①保育所を核とした地域子育て支援
センター事業、②民生委員と社会福祉協議会に
よる子育てサロン活動に大別される。
①　 保育所を核とした地域子育て支援センター
事業
　盛岡市同様に公立保育所 1 園と民間私立保育
所 3 園に地域子育て支援センターを委託して、
子育て世帯が転入増加している子育て支援ニー
ズに応えようとしている。やはり、滝沢市保育
協会の南巣子保育園子育て支援センターは公設
民営であるが、盛岡市とりょう保育園子育て支
援センターが担ったような基幹型としての性格
を持っていると言える。2000 年の開設と市内
で最も早くに支援センターを設置し、平日 5 日
のひろば開催と随時の相談助言を行っており、
園行事への未就園児親子への参加等の働きかけ
を重視している。過去には出前広場や講習会の
開催も行ってきた。
　2003 年に牧野すずの音保育園に、2007 年な
でしこ保育園と大佂保育園に子育て支援セン
ターが設置され、地理的にも東西南北に配置さ
れるようになった。利用児童も南巣子保育園子
育て支援センターの 6 千人超を筆頭に、牧野林
すずの音子育て支援センターが 5 千人超と続
き、なでしこ保育園子育て支援センターが 4 千
人超。児童数の少ない南部地域の大佂保育園子
育て支援センターは 1,100 名余りである。つど
いの広場を定期開催していないが、園開放で多
くの乳幼児親子が利用している。
②　 民生委員と社会福祉協議会による子育てサ
ロン活動
　滝沢市の特徴として、市社会福祉協議会が民
生委員・児童委員や主任児童委員、さらにボラ
ンティアと連携して、2 か所の子育てサロンを
定期的に開催している。
　1 つ目は、鵜飼ニュータウン内の空き店舗を
利用したボランティア拠点「スマイル・すまい
る」で 2007 年 5 月から開設されている。なで
しこ保育園・大佂保育園に子育て支援センター
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【表‒4】　滝沢市の子育て支援活動
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が設置された同じ年にあたる。名称は子育てサ
ロン「ちゃちゃちゃ」である。1 年目は隔週開
催であったが 2008 年から毎週金曜日を開設日
として、民生委員 2 名とボランティアが複数で
詰めて、子どもの遊び相手や母親の育児相談な
どに対応している。金曜日以外にも毎日のよう
に顔を出す親子もおり、近接する地域で子育て
世帯が増加していることも継続利用に繋がって
いると考えられる。
　2 つ目は、北部コミュニティセンターに 2014
年 8 月からスタートした「北部ちゃちゃちゃ」
がある。南北に長い市域で北部から中部の「ちゃ
ちゃちゃ」までは、車がなければ利用できず。
冬の降雪期には利用が難しい。普段でも一本
木・柳沢などに住まう乳幼児親子は、南巣子保
育園の子育て支援センターを利用している場合
が多く、南巣子保育園までも冬期間は断念する
ことが多いとの声が社会福祉協議会に届けられ
ていたことから、公共施設の無料提供を受けて
開設された。月 2 回の開催で毎回 5 組程度の親
子が利用されている。
（3）雫石町・矢巾町の子育て支援活動
1）雫石町の子育て支援活動
①　子育て支援ボランティアグループ
　先行研究でふれた雫石町の派遣型子育て支援
ボランティアは、24 時間理由を問わない派遣
型保育ボランティアであったが、地域子育て相
互支援事業として、雫石町福祉センター内ち
びっこルーム「ぽけっと」が開設されて以降、
ルーム内での保育（24 時間託児事業）が基本
となっている。派遣も実施されているが、依頼
者宅での保育がほとんどで、支援者宅での保育
は原則的に実施されていない。保育は 1 時間当
たり 400 円の費用負担で行われている。なお、
一人親家庭子育て応援事業として 8 時～ 20 時
までの一人親世帯の利用料は無料としている。
②　雫石町子育て支援センター
　七ツ森保育所内に子育て支援センターを開設
している。ひろば事業は定期開催しておらず、
子育て世帯が多かった時期は、サークル活動が
月に数回みられたが、現在は支援者養成等に力
を入れている。
2）矢巾町の子育て支援事業
①　児童館併設の子育て支援拠点事業
　町内 5 カ所の児童館のうち、徳田児童館でひ
ろば事業が連携型の一環として実施されてい
る。また、特定非営利活動法人矢巾ゆりかごに
事業委託で、矢巾東子どもの家（児童館の位置
づけ）に子育て支援拠点事業連携型事業で「さ
くらんぼひろば」が開設されている。
②　センター（単独）型の子育て支援拠点事業
　2016 年 4 月に JR 矢巾駅前に開館した「やは
ぱーく」3 階に矢巾町子育て世代活動支援セン
ターが開設され、「どんぐりっこ」という名称
で常設の子育てひろばと一時預かり事業が実施
されている。半年間のひろば利用が 3 万人を超
え、一時預かりの登録数も130名を超えており、
県内でも抜きん出た利用実態がみられる。次節
で、その詳細を述べる。
（4）盛岡圏域で特筆すべき事例
1） 盛岡市わんぱく広場［ただひとつの長期運
営自主サークル］
　1995（平成 7）年に開設。メンバーは 30 名
の定員制。旧都南村の保健師が幼児教室修了親
子のネットワークづくりを目的に保健センター
で実施し、のち「都南こどもの家」を活動場所
として開始する。学童保育「都南こどもの家」
は午前中利用児童がいないので、管理運営受託
先の都南村社会福祉協議会に願い出て毎週水曜
日午前に借用するようになった。盛岡市に合併、
盛岡市社会福祉協議会に移管後も継続使用が認
められ、現在に至る。倉庫に備品を置き、岩手
県振興局の補助金（講師謝礼金）と各種講座（生
涯教育講座）を受講し、現在は盛岡市立とりょ
う保育園の支援も継続的に受けており、安定し
た運営が可能となっている。
　規約をもち、会費は月 500 円、未就園児が対
象で、役員 5 名。ＯＧが行事の時などに応援に
加わってくれる。会員間でフリーマーケットを
行い、資金源となっている。通帳管理を行わず、
現金管理に徹している。日常の育児交流だけで
なく、一家庭（母子）で体験できない行事（芋
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煮会、くだもの狩り、クリスマス会、運動会）
が魅力となっている。
2） 矢巾町やはぱーく［半年で 3万 2千人超の
利用］
　矢巾町子育て世帯活動支援センター「どんぐ
りっこ」は駅前再開発事業の一環で、岩手医大
の矢巾キャンパスへの移転を機に開発が進めら
れてきた。地域子育て拠点事業基本型の国庫補
助事業に留まらずに、町政の大きな柱の一つで
ある子育てニーズに呼応するため地域開発とし
て位置づけられている。実際に、運営委託した
NPO 法人矢巾ゆりかごの過去の実績を評価し、
準備段階から行政・デベロッパーと事業内容や
設計、内部設備、備品調度、事業予算等につい
て検討に参画してきた。
　公共施設の指定管理制度の通例は、3 年ない
しは 5 年を年限とした有期限を採るが、駅前再
開発事業の一部であることから 19 年間の随意
継続契約となっている。安定した運営を行え、
スタッフも通常の地域子育て支援拠点事業では
2 名であるのに対して 5 名が常勤している。
　開設半年間の利用実績は、2016 年 4 月～ 9
月の 6 ヶ月：157 日開設、利用時間：9：00―
19：00 で 32,741 人の利用（矢巾町：13,221 人、
他市町村：17,521 人）となっている。県内で最
大の利用を誇ってきたアイーナの子育て情報プ
ラザのひろば利用数の倍のペースで利用されて
おり、驚異的な数を示している。
第 4章　子育て支援事業の比較検討
（1） 岩手県盛岡市と京都府宇治市の子育て支援
センターの現況
　本章では、これまで見てきた盛岡周辺の子育
て支援活動と著者が以前関わった京都府宇治市
との比較検討を行い、子育て支援活動の進展の
ための要件を明らかにしていきたい。ここでは、
自主サークル・サロンが存在する盛岡市と宇治
市を対象とする。
　まず、ひろば事業、自主サークル・サロンの
比較を行うにあたって、子育て支援事業を勘案
する場合、行政区ごとの 1 年あたりの新生児数
を目安とする。京都府宇治市は人口 19 万人で
新生児数が 1,000 人。盛岡市は人口 30 万人で
新生児数 2,900 人。就学前児童数を推定する場
合この数字を6倍することから、宇治市約6,000
人、盛岡市約 18,000 人となる。つまり、盛岡
市は数値だけ見ても宇治市の 3 倍のニーズがあ
る。
　つぎに、ひろば数（分りやすくするために旧
事業区分を用いる）と、子育てサークル・サロ
ン数を比較すると、下表のようになる。
　盛岡市は、市域が広域であるため、人口密度
の高い中心市街地に 3 つのひろば型を設置し、
保育所併設のひろばを東西南北に配置している。
　宇治市は、ひろば事業：3 カ所のうち公立直
営の子育て支援センター併設ひろばと南北に配
置した NPO 法人委託のひろば、東西南北の保
育所併設のひろばを計画的に順次配置している。
（2）自主サークルの比較検討
　著者が前任校において、京都府宇治市の子育
て世帯による自主サークル・サロンの実態調査
を行った結果、ひと・場・かね・後方支援の四
要素が重要であることが示唆された12）。
　宇治市では、自主サークルの開催場所として、
保育所、地域福祉センター、地域公民館、総合
福祉センターなどを無償提供している。盛岡市
は乳幼児教室終了後 2 年間公民館を無料貸し出
ししているが、多くが 2 年経過した時点でサー
クル解散する要因となっている。誕生月の月齢
【表‒5】盛岡市と宇治市の子育て支援活動の現況比較
形態 子育てひろば
自主サークル・サロン
行政区 ひろば型 保育所併設型
盛岡市 ３ヵ所 ８ヵ所 19 か所
宇治市 ３ヵ所 ４ヵ所 45 か所
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区分ごとにサークルを形成していることも、地
域的な繋がりを欠くグループ構築に問題がある。
　また、宇治市では、ひとの面で地域ごとの繋
がりを支援することを、子育て支援センター、
NPO 法人、社協が立場を替えて実践し、連携
のための会議や情報共有の連携を図っている。
　会費だけが自主財源となりがちな子育てサー
クルはかねの切れ目が活動継続のネックとな
る。宇治市において、かねは社会福祉協議会が
赤い羽根共同募金地域配分を少額補助（年間
3 ～ 5 万円）していることが大きく、資金面が
支えられている。
　後方支援に関して、盛岡市では、盛岡市立と
りょう保育所子育て支援センターが自主サーク
ルの後方支援を全面展開しているが、他の民間
保育所は単一独立か同一法人内での連携が若干
みられる程度で、横の連携が見られない。また、
NPO や社会福祉協議会との関係構築もみられ
ないことが自主サークルの育成に歯止めをかけ
ているようにみえる。
　宇治市では、子育て支援センター、保健セン
ター、子育て NPO、社協が、異なる専門性を
発揮して支援、ネットワーク化を行っており、
一例として、子育て情報提供誌『うじ 0123
才』13）を毎春発行し、市内の子育て情報を健診
来所者や関係各所で乳幼児世帯や関係者に無償
配布している。要保護児童対策地域協議会など
の会議で顔を合わせる関係から、児童虐待の第
一次予防にあたる地域子育て支援によるネット
ワークが形成されている。盛岡市は中核市とし
て率先して 2016 年度に子育て世帯地域包括支
援センターを開設し、子育てコンシェルジュを
配置した。今後、ネットワーク形成を先導して
いくことが期待される。
第 5章　 盛岡大学文学部児童教育学科保育学演
習での試行
　著者は盛岡大学文学部児童教育学科開講の保
育学演習において、「子育て支援実習」を試行
している。その理由は、前任校による子育て支
援活動実践において、日常的にひろば活動に参
画することによる有用性について、以下の利点
が確認できたことに基づいている14）。
　1）子ども観・子育て観がより現実的に変化、
2）ひろばイメージがよりポジティブかつリア
ルに変化、3）子育て中の親にとっての「居場所」
の重要さを体感、4）親の視点・地域コミュニ
ティへの視点を得る、5）乳幼児・母親・支援
者との交流を通して自己理解が深まり自我同一
性獲得のきっかけを得られた。これらは、対児
感情や子ども親和性の変化や親受容性の一時的
後退、実習前後の自尊感情の向上などから明ら
かにされた。
　こうした効果をもたらす条件として、1）5
回以上のひろば演習を複数のひろばで体験する
こと、2）相談援助技術のグループワーク過程
にあたるような PDCA サイクルによる学生自
身の計画運営と教員のスーパーバイズ、3）女
性の自立の視点を採りいれたワークライフバラ
ンスを学習する機会が得られることが理想、と
いった点が確認できた15）。
　さらに、SCAT 法によるひろば実習体験学
生へのインタビューの質的調査により、1）ア
タッチメント形成過程の参与観察とその体験的
学習、2）乳児の成長発達を観察し体験的学習
の促進、3）乳幼児の発達支援としての機能も
果たす子育て支援ひろばの体験学習の促進、4）
家庭支援の重要性の体験的学習、5）支援者で
あるスタッフの行動観察と体験的学習がみら
れ、これらを促進する条件として、有能で保育
士養成に理解あるスタッフの介在、座学とひろ
ば実習体験の両輪の学習スタイルが確立される
必要があった16）。
　こうした変化は、構造化された全体性をもっ
た取り組みが必要であることから、本学におい
て以下のように演習を組み立て、その後のボラ
ンティアや卒業論文に繋げている。結果として、
地域貢献に発展させることを意図している。
　2016 年度は盛岡大学児童教育学科保育幼児
教育コース「保育学演習」として、まず座学で
一般的な子育て支援活動を紹介したあと、盛岡
市内の子育て支援ひろば演習（アイーナ・
KOKKO・にこっこ）の何れかに 2 日間従事し、
自由あそびを体験する。その後、テキスト17）
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を用いて、第 1 章の「環境を設定する」、第 2
章「関係をつくる」の単元ごとを学生一人ひと
りが責任担当して輪読する。
　そのあと、南巣子保育園子育て支援センター
の見学を行い、ひろばの保育計画をたて、3 グ
ループに分かれて午前中の子育て支援保育実習
に臨む。指導案のなかで、20 分程度の中心活
動を設定する。指導案の構成は、環境設定・子
どもの予想される反応、関わるうえでの留意点
の三項関係で作成する。また、子どもの実態、
ねらい、取り組み内容を計画していく。未就園
児の主に0～2歳の乳幼児の異年齢保育となる、
人数も女児男児の数や構成も日により時刻の経
過とともに異なる。保護者は母親だけでなく、
祖父母や父親の場合もある。設置目的や支援目
標はひろばの設置目的や支援目標を尊重するこ
ととなる。活動内容を考察する上で、活動実態
と空間の広さや遊具の種類・配置などが重要と
なる。見学では、こうした点を中心に着目する
ように指示する。
　一斉中心活動はその日の参加者が最大数とな
る時刻に実施する。前後の非指示による自由あ
そびが活動前には信頼関係の構築に役立ち、活
動後は関係やあそびの広がり・深まりに有益と
なるため、学生にはその点を意識した関わりを
求める。
　また、一斉活動の導入部では、手あそびが初
対面のひろば利用親子との関係構築の橋渡しに
なる。その後、絵本読みを挟んで中心活動を行
う。終わりの会で絵本読みを行い、お見送りす
るまでの構成を採っている。2016 年度は、14
名の履修者を 7 月 4 日（月）5 名、7 月 5 日（火）
5 名、7 月 7 日（木）4 名がひろば保育を実践し、
子育て支援を行った。ひろば保育実習後、演習
の締めくくりとしてマッピング法を用いて、子
育て支援ひろば演習のふりかえりを行い、課題
を整理するグループワークやデスカッションで
締めくくっている。
第 6章　考察と結語
（1）大学拡張運動と地域貢献
1）高度経済成長期の大学拡張運動
　第 1 章で触れた 1960 年代に行われた大学拡
張運動は、もっぱら米国内の大学が起源であり
影響を受けた「高等教育の社会化」の側面と、
日本でも明治期から導入されていた社会福祉分
野のソーシャルワーク活動実践としてのセツル
メント運動が合わさった形で展開されたという
背景が考えられる。
　日本女子大学わかば会に限って述べると、東
京都下の生活困窮地域の子ども会活動や学習支
援を実践していたが、都会の過密地域の子ども
も地方の過疎地の子どもも同じく平等であっ
て、遊びや子ども会活動の機会が保障されるべ
きであるとの考え方に基づいて 1959 年から
1966 年までの約 10 年間に亘って取り組まれて
きた。大学拡張運動にも社会貢献としての要素
が含まれるが、社会福祉実践活動としての地域
貢献や子どもの人権保障の観点が重要視されて
いる。
2）少子社会の大学拡張と地域貢献
　少子社会の進行は、18 歳人口の減少に進展
する問題である。大学など高等教育機関の定員
割れがすでに始まり、介護系の専門学校や短期
大学の廃校も常態化した感がある。保育士養成
に関しても早晩、同様の事態が危惧されている
ところである。
　子育て支援による地域貢献は、少子社会で育
児不安をもつ親への支援、あるいは遊びの機会
や子ども同士の交流自体が困難となっている子
への支援といった明確な課題として提示されて
いる。保育士養成校のキャンパス内に子育て支
援ルームを設置したり、自治体が設置した子育
て支援センターの運営を受託している大学や短
期大学が毎年増加の一途を辿ってきた。
　保育士養成校の地域貢献として最も有益な手
段であることと、子育て支援の交流の場として
の広場開設・情報提供・学習会・相談助言の 4
つを柱として実施すれば、運営費補助が自治体
を通じて受けられることも大きな理由の 1 つで
ある。保育士志望学生の保護者との交流機会、
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乳幼児との交流の機会として、学生の日常的な
学修の場として活用可能なことも大きなメリッ
トになっている。
3）東日本大震災による人口移動の影響
　東日本大震災翌年の 2012 年以降、岩手県内
だけみても、盛岡市・一関を筆頭に内陸部の都
市に子育て世帯の増加が、保育所待機児童数に
現れている【表‒6】。5 年経過しても、佂石市
など一部沿岸部に戻ったと推測できるが、依然
として県内陸部に子育て世帯や共働きを必要と
する世帯が多くみられると考えられ、待機児童
自体は解消されつつあるが、子育て支援の需要
や重要性が増していると考える。
　ところが、先述したように、大震災後の緊急
雇用創出事業や各種補助金による子育て支援の
うねりがみられたが、盛岡市のいわて子育て
ネットによる「ちびっこジム JUNP」や復興支
援センターの「ふくしまマザーズサロン」の事
例のように、5 年を期に打ち切られる事業がほ
とんどである。著者が関わる子どもへの暴力防
止プログラム CAP 活動へのユニセフ支援共同
事業も 6 年目の 2016 年度を最終年としている。
（2）子育て支援活動の可能性
　第 3 章で盛岡周辺の 2 市 2 町の子育て支援活
動を概観してきたが、盛岡大学の教職員ならび
に学生のマンパワーや専門性などストレンス
（強み）視点で考えると、子育てに関する相談
だけでも、育児相談のほかに心理発達的な相談、
栄養や食育に関する相談、屋内外の遊びの提供
など多岐にわたる。
　他市では、学校や行政、社会福祉協議会と連
携して、中学生の赤ちゃん体験を実施している
事例や、民生委員や主任児童委員に協力して地
域の子育てサークルやサロンに学生がボラン
ティアとして従事する事例があり、行政と本学
の包括協定を生かして展開する方法が考えられ
る。
　また、子育て自主サークルの支援を教員・学
生で取り組むことも考えられる。子育て世帯が
増加する滝沢市や矢巾町で自主サークルが皆無
であること、盛岡市では講座ごとの地域が異な
る月齢ごとの集まりのため、公民館使用料無料
の 2 年を経過すると自然消滅している。小学校
区や集落ごといった小地域に子育てサークルが
あれば、継続継承する自主サークルの創設と維
持が可能である。理想としては、行政等による
少額補助金や場所提供。設立段階から構想力を
持って関わり地域の子育て支援ニーズを把握し
ている NPO 法人や社会福祉協議会と連携する
ことで、子育てサークルを飛躍的に広げられる
と考える。
（3）結論
　著者は、盛岡周辺の 2 市 2 町における子育て
支援活動の集いの広場事業や同様の活動に取り
組んでいる子育てサークル等について、情報取
集や聴き取りを行ってきた。
　盛岡市は、子育て支援活動が大きく四つに区
分され、①子育て支援活動に取り組む NPO 法
人による行政から受託してのひろば事業と独自
事業、②保育所を核とした地域子育て支援セン
ター事業、③隣接領域での子育て支援事業、④
子育て世帯の自主サークル活動に大別された。
　滝沢市は、①保育所を核とした地域子育て支
援センター事業、②民生委員と社会福祉協議会
による子育てサロン活動の二つに区分された。
　雫石町は、①保育所併設の子育て支援セン
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【表‒6】　2012 年以降の岩手県内待機児童数の推移
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ター事業、②社会福祉協議会と子育て支援ボラ
ンティア団体による一時預かり事業の二つであ
る。
　矢巾町は、①駅前再開発事業による子育て支
援拠点センター、②児童館併設の子育て支援セ
ンター事業の二つで成り立っている。
　共通点は、行政が 1 ヵ所は子育て支援セン
ターを設置して取り組んでおり、盛岡市と滝沢
市には民生委員と主任児童委員による子育てサ
ロンがみられた。自主サークルは盛岡市のみに
見られるが、一部を条件の整備されたサークル
を除き 2 年で消滅している。
　一方の相違点は、社会福祉協議会の子育て支
援に対する取り組みが異なる。あまり関与して
いない盛岡市社会福祉協議会と矢巾町社会福祉
協議会、市民や民生委員の声からサロン活動に
取り組んでいる滝沢市社会福祉協議会と、ボラ
ンティアと一時預かり事業を展開している雫石
町社会福祉協議会とで対照的であった。
　また、盛岡市には子育て支援に卓越した
NPO 法人いわて子育てネットが、矢巾町にお
いてはNPO法人矢巾ゆりかごの存在が大きく、
地域子育て支援拠点事業の委託先として応えら
れてきた。滝沢市や雫石町にはそのような子育
て支援 NPO 法人が存在しない。盛岡市は県都
というメリットから、実質、基幹型子育て支援
センター機能を公立とりょう保育園に付託して
いるのに対して、滝沢市は南巣子保育園が一定
の役割を果たしている。子育て世帯の多い滝沢
市・矢巾町においては、自主サークルの設立や
継続支援が、今後の課題として浮かび上がって
くるであろう。
　したがって、本学が盛岡周辺の子育て支援活
動に寄与するには、拠点の確保が求められ、
NPO 法人との連携による実施も一案である。
また、社会福祉協議会に働きかけて子育て支援
の強化と民生委員・主任児童委員との連携を
図っていく方法も考えられる。
　一方、自主サークルの創設や活動継続に呼応
していくこと。行政と大学との包括協定に基づ
く公設の保育園や保健師との連携による講座開
催やひろばボランティアといったバックアッ
プ。同時に学生（保育士・栄養士志望）の体験
型学修の場や卒業論文研究としてウィンウィン
の関係を構築していくことも視野に働きかける
ことが考えられる。
　今後は、そうした問題意識で、十分に把握で
きていない現場訪問などにより、利用者親子や
支援者に現地のニーズを聴取するなど、具体化
の可能性を高めていく関係構築に主眼をおいた
研究や考察をすすめていくことが新たな課題と
考える。また、これらは、本学に限らず、四年
生大学のスケールメリットを生かした取り組み
として保育士養成校が取り組んでいくべき課題
として提案したい。
　以下に、本研究成果をまとめる。
1 ．岩手県は東日本大震災後、待機児童と保育
士確保に頭を痛めているが、盛岡周辺では待
機児童が解消されつつある。今後は内陸部で
の子育て支援の需要が高まり、三陸沿岸の主
要都市で待機児童が増加する傾向がある。
2 ．市町村は、子育て支援事業を人口規模や対
象乳幼児数に応じて、地理を考慮し計画配置
していく必要がある。
3 ．その際、子育て世帯の自主サークルが育成
継続可能な条件整備を行っていくべきで、子
育て世帯の内発的自発性を尊重し、実情に応
じた支援を、ひと・場・かね・後方支援の 4
要素を考慮して行う。
4 ．子育て支援関係者が集い、要保護児童対策
地域協議会のような問題解決型でない、公衆
衛生予防として日常的に有益なネットワーク
を形成して、連絡調整・情報提供等の連携を
行っていくべき。
5 ．大学の保育士養成校は、まず、子育ての地
域ニーズを把握する。その上で、4 年間のス
ケールメリットを活かし、保育士養成教育の
一環として、イベントに留まらない日常の子
育て支援活動に継続的に参画し、学生の対児
感情を改善し、保護者との交流による育児へ
の共感・受容を得る機会を設け、同時に地域
貢献を行うべきと考える。
　本稿は、盛岡大学文学部児童教育学会（2015
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年8月5日）、全国保育士養成協議会東北ブロッ
ク北上大会（2016 年 11 月 27 日）において口
頭発表したものを論文として取りまとめたもの
である。
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註1）　国は 2020 年度の地域子育て支援拠点事業設置
目標として 8000 ヵ所としている。
註2）　子ども子育て支援法により、従来の地域子育て
支援拠点事業「ひろば型」・「センター型」は「一
般型」とされたが、本稿では「ひろば型」を用い
統一した。児童館等併設の「児童館型」は「連携
型」は改められているが、「児童館型」とした。
註3）　いわて子育てネットはこれ以外に毎年、赤い羽
根共同募金や医療福祉財団の補助金等を活用し
て、沿岸部被災地に出張ひろばや子育て講座を実
施していることも見逃せない。
註4）　わんぱく広場については、21 年間活動継続の
実態を第 2 章 4 節で詳述している。
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